
事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

児童福祉法第２１条の９・第３４条の１２、台東区いっとき保育事業実施要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 いっとき保育
子育て支援課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

　

その他

所
管

区民部

台東区内に住所を有する１歳から６歳（就学前）までの健康で集団生活が可能な児童

〔法令等名〕

10

いっとき保育事業運営
一部委託

１．利用定員：１０人／時間
２．利用限度：８回／月
３．利用時間：午前９時から午後５時
４．利用料金：５００円／時間、昼食代４００円／１食、おやつ代１００円／１食
５．実施施設：ほうらい子育てサポートセンター

補助金の有無
委託内容

２６年度

国・都

人利用定員

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
10

主に、在宅で子育てをしている保護者のリフレッシュを目的とし、時間単位で子供を保育することにより、子育てをしている保
護者の精神的・肉体的負担軽減を図り、子育てに対する不安感や負担感を解消する。

10

成果指標
利用回数

833　人にかかるコスト（人件費など）

4

8,822

１歳の利用登録者が増えてきているため、アレルギー等に関するヒアリングをより丁寧に実施した。また、クリスマス等
の行事の際に、同施設内のデイサービス利用者や特別養護老人ホーム入居者との交流の機会を設ける等の工夫をし
た。

6,863

3,620

15,862

2,662

23,335

22,060

0

　決算額　　(単位：千円) 21,020

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

利用時間

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

本事業の利用回数・利用時間数は年々増加している。現在は、一施設のみで実施しているが、
ニーズ調査の結果からも地域偏在の解消が望まれている。待機児童の解消の動向と需要の推
移を踏まえて、実施体制を検討する。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

保護者の精神的・肉体的負担の軽減を図ることは、児童虐待の未然防止にもつながることから、引き続き本事
業の必要性は高い。

維持

評
価
結
果

利用回数・利用時間数ともに目標を達成しており、保護者の育児への精神的・肉体的負担の軽減に寄与して
いる。

3 社会福祉法人への委託としており、事故や苦情もなく適切な事業運営ができている。

毎年度、予算の執行率はほぼ１００％であり、適切な事業運営ができている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

0

21,853

財源項目

(単位：千円)

852

効率性

18,000 11,952時間

2,133 2,436

21,020

必要性

7,929

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 12,310

8,937

2,680 5,576

11,585

1,275

22,059

回

事
務
事
業
の
実
績

年度平成 22 [終了予定] 年度-　 　

21,341

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

10

21,342

13,883

22,194

2,680


